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研究目的 

建物の耐震設計が高度に進展した現代社会では，建物自体の耐震安全性はもとより，

地震時の耐火性能，ライフラインの切断停止に加えて，建物内床上に設置されている家

具・食器棚などの転倒，ガラスの飛散による室内における人的被害の軽減に対する社会

的要求も切迫している。 

広義の意味での震災被害を低減する手段の一つとして，建物内床上の家具，食器棚，

電化製品などに関して，耐震安全性を考慮した配置方法の検討，確実な転倒防止器具の

開発が急務である。特に，機構が簡単かつ設置が容易であることが総合的に建物室内の

耐震安全性を向上させるための重要事項となっている。 

研究内容 

免震支持機構・耐震安全装置・転倒防止器具あるいは防振装置・除振装置の開発と，

その力学・振動性状の評価方法の提示，実証試験の実施が可能である。 

①建物内床上の家具，収納棚，電化製品などの地震時転倒・移動防止装置の開発 

②耐震安全装置・転倒防止器具の耐震性能評価方法の提示および実証試験方法の提案 

③耐震安全装置・転倒防止器具に関する耐震性能評価試験の実施 

④家具，収納棚，電化製品などの転倒防止器具に関する一般市民の意識調査（アンケー

ト調査を含む） 

用  途 家具，食器棚，電化製品などの移動・転倒防止器具，あるいは防振・除振装置の開発 
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